























































野原方言 numiː uks numiː ukstaː
四箇方言 numeːN numeːda
　１）㷊anu Qcjoː 㷊umauti sizjeːN．安慶名方言
 あの 人は ここで 死んだんだ。道路わきの花束を見ての間接確認（推論）。
　２）kanu pstoː kumandu sniː uks．野原方言
 あの 人は ここで 死んだんだ。
　３）kanu pïtoː kumaNga sïneːN．四箇方言











　４）banaː okinawagiNkoːNgadu ziN azïk-eːrï．
 私は 沖縄銀行に お金を 預けてある｡
　５）gurukuNizu jakeːNduraː． hoi haranu？
 グルクン（魚名）を 焼いてあるよ。 食べて いかない？
　６）koːzuːsi4 makaseːNduraː． hoi haranu?





 baː 　izu 　jakeːN．






















　７）kunu mizëː pitugeːra bagaseːN．
 この 水は 一度 沸かしている。 
　８）kjuːja meː icimaNpo arageːN． aNzikiː meː araganaːQteN misjaːN．










 aQcanu namaguroː aːminu hoiQte, zoːreːru hazu.
 明日の 今頃は 雨が 降って（地面は） 濡れているだろう。
　10）テレビが付けっぱなしになっているのを想像して
 jaːkai muduruQkaː, taroːja terebi mijaːru hazu.
 家に 戻ったら、 太郎は テレビを 見ているだろう。
　11）muduri kiːkaː, hwaːnaːnu hataginu naka arageːru hazu．
 戻って きたら、 子どもが 畑の 中を 歩いているだろう。
－ 61 －
　　※未来パーフェクト
 ST ET RT
 発話時 歩く 足跡





 aQpaːja kunu hoːcjoːsi keːki kiseːda．
 お母さんは この 包丁で ケーキを 切っていたんだ。
　13）映画の入場券がカバンの中にあったのをみつけたのを思い出して
 eiga  miːna hareːda.
 映画を 見に 行っていたんだ。
　14）太郎が手にトンボを持っていたのを思い出して
 taroːja kjoːsicukara ideː toNbo tuNna hareːda.





 taroːnu mata duruasisi bireːda.












 ET RT ST








 higaisjaja kumaNga sïneːN.
 被害者は ここで 死んでいる。
　21）崖の上に石があったような跡があるのを見て
 anu iseː amakara uteːN.





 basoː iQtaN kumaNga tumareːN.
 バスは いったん ここに 止っている。
　24）入場券がカバンに残っているのを見つけて
 taroːja eiga miːna hareːN.






 taroːja kjoːsicukara ideː toNbo tuNna hareːN.






 kunu hwaːja mata hataginu naka arageːN．
 この 子は また 畑の 中を 歩いている。
　28）座布団に泥が着いている
 taroːnu mata duruasisi bireːN．




 taroːnu mata jadu akeːN.





 hwaːnaːnu kakinu narï utaseːN.
 子どもが 柿の 実を 落としている。
　32）台所にケーキを作った跡があるのを見て
 aQpaːnu keːki cïkureːN.
 お母さんが ケーキを 作っている。
－ 64 －
　33）ビール瓶が空になっているのをみて
 sjuːnu biːru numeːN.
 お父さんが ビールを 飲んでいる。
　34）太郎の顔に痣が出来ているのを見て
 siNsiːnu taroː sutageːN.
 先生が 太郎を 叩いている。
　35）テレビが付けっぱなしになっているのを見て
 taroːnu terebi mijaːN.





 hwaːnaːnu hataginu naka arageːN.







 kumaNga gominu areːN.
 ここに ゴミが あったんだ。
　40）運動場に旗が散らかっているのを見て
 kinu uNdoːkainu areːN.
 昨日 運動会が あったんだ。
　41）たばこのすいがらをみて
 siNsiːja umaNga ureːN.





 kinunu juːja piːsjaːreːN．







 taroːnu mata jadu akeːN．
 太郎が また 戸を 開けていたんだ。
　44）太郎の服にチョークの粉が付いていたのを思い出して
 taroːnu kokubaN keːseːN．
 太郎が 黒板を 消していたんだ。
　45）子どもの部屋に柿の実を落とすための棒がころがっていたのを思い出して
 hwaːnaːnu kakinu narï utaseːN．
 子どもが 柿の 実を 落としていたんだ。
　46）台所にケーキを作った跡があったのを思い出して
 aQpaːja keːki cïkureːN．
 お母さんは ケーキを 作っていたんだ。
　47）その時はもう飲んでいなかったが顔が赤かったのを思い出して
 sjuːja mata biːru numeːN.
 お父さんは また ビールを 飲んでいたんだ。
　48）太郎の顔に痣が出来ていたのを思い出して
 siNsiːnu mata taroː sutageːN.
 先生が また 太郎を 叩いていたんだ。
　49）テレビが付けっぱなしになっていたのを思い出して
 taroːnu mata terebi mijaːN.






 taroːja mata nakeːN.
 太郎は また 泣いていたんだ。
　52）子どもの足跡があったのを思い出して
 hwaːnaːnu koːeNnaNga asabeːN．
 子どもが 公園で 遊んでいたんだ。
　53）畑の中に足跡があったのを思い出して
 kunu hwaːja mata hataginu naka arageːN．










 geQkabiziNnu panaː jubi sakeːreːN．
 月下美人の 花は 昨夜 咲いていたんだ。
　56）約束の時間に酔っぱらって現れた太郎のことを話題にして
 unu basju taroːja kiQsa numeːreːN．
 その とき 太郎は すでに 飲んでいたんだ。
　57）過去に写した両親の結婚写真を見て
 baNcjanu ujaː joi seːreːN．
 うちの 親は 結婚式を していたんだ。
　58）腹を壊した子にその理由を聞いて（グヮバを種ごとたくさん食べると便秘になる。）
 takaːni baNsjurudu hoieːreːN．
 たくさん グヮバを 食べていたんだ。
－ 67 －
この形式は、安慶名方言のseːteːNに意味的に対応する。
　unu baː taraːja nudeːteːN．安慶名方言










 unu deNtoːja pïtujuːnusaːdu cïki ureːNraː．
 その 電灯は 一晩中 点いて いたんだなあ。
　60）子どもの言動からごちそうを食べている間起きていたことがわかる
 bagadaː koQkiː hoirïNkeN unu hwaːja ukeː ureːNraː．
 私たちが ご馳走を 食べるあいだ その 子は 起きて いたんだなあ。
 ET RT= ST
 起きていた 痕跡
　この形式は、安慶名方言のnudoːteːNに意味的に対応する。
　　unu deNtoːja junagatu cicjoːteːN．安慶名方言









 baNcjanu hwaːja sïtumudimadi ukeː beNkjoːsiː ureːreːNjuː．
 うちの 子は 朝まで 起きて、 勉強して いたんだよ。
　62）朝おきたときに電灯が点いていたのを話題にして
 unu deNtoːja pïtujuːnusaːdu cïki ureːreNjuː．
 その 電灯は 一晩中 点いて いたんだよ。
 ET RT ST
 勉強していた 痕跡 話題
追記： 本稿は、文部科学省科学研究費（基盤研究（A）課題番号50224712「消滅危機言語と
しての琉球諸語・八丈語の文法記述に関する基礎的研究」の研究成果の一部である。
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